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序

木県は遺跡の宝庫といわれるほど、縄文時代を中心とする数多く

の埋蔵文化財があり、これら先人の残した文化遺産を保護すること

は県民に課せられた責務であります。これとともに、豊かで快適な

県民生活を築くための地域開発や道路など交通体系の竪備は県民の

切実な要望であります。

このような埋蔵文化財保護と地域開発という事業の調和のとれた

行政施策が今日的課題であり、その基礎となるのが遺跡分布調査

遺跡範間確認調査であります。

本報告書は平成元年度国庫補助事-業として実施した、東北横断自

動車道東和・秋田線建設事業、大野台地区都市公園整備事業などの

遺跡分布調査と秋田外環状道路建設事業、秋田ふるさと村建設事業

釈迦内地区農免農道整備事業なと干の遺跡範囲確認調査の結果をまと

めたものであります。

最後になりましたが、これらの調査にご協力いただきました関係

各機関に感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につ

きましてご協力下さいますようお願V'申し上げます。

平成 2年 3月 1 日

秋田県教育委員会

教育長 橋本顕信



皆目

1 本警は、平成元年度に秋田県教育委員会が国庫補助を得て実地した遺跡分布誠交と遺跡範

で‘あるハ

2 本書に掲載の遺跡分布調査・範囲確認調査は、秋田県教育庁文化課・秋田県埋蔵文化財セ

ンターの職員が担当した。報文は各担当が作成したものをそのまま掲載したもので、編集は

秋田県理蔵文化財センターが行った。
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施して、その成果とあわせて、平成 2

-秋田向の分布調査は、次年度試掘調査を実

る。
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係る

を確認できなかったので、

使用した地図は、

係る入江遺跡・六本杉遺跡、秋

、東北横断自動車道東和・秋田線建設事業の係る小松原遺

係る上袋遺跡は、訴t査の結果、調査匿内から遺構その他

ら除外した。

5万分 1地形図、2.5万分 1地形図と建

-日本道路公団・秋田県農政部 e 秋田県土木部が作成した1000分lの地図および 500分

1の地図である Q
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第 1 十
品 じめに

国滞補助事業を得て実砲した平成元年度の遺跡分布調査は、秋田外環状道路建設事業、東北

横断自動車道東和・秋田線建設事業、大野台地包都市公関竪備事業、 rl告団地医農免農道整備事

業、主要地方道秋田・昭和線建設事業に係る遺跡分布調査と、秋田外環状道路建設事業、琴丘

LLi夕、ム関係、秋出ふるさと村建設事業等に係る21遺跡の遺跡範囲確認調

査である。これらの調査は慨に策定してある調査要項に基づいて、秋田県教育庁文化課、秋田

県埋蔵文化財センターの職員 それに秋田市教育委員会 横手市教育委員会の専門職員の協力

を得て、平成元年 4月から11月にかけて実施したものである。

2章 平成元年度遺跡分布調査 a範囲確認調査実施要項

第 1節遺跡分布調査

i 調査の自的

開発予定地内を踏査して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる 0

2 調査の方法

(1) 計画地域の範間内で遺物の表面採集及 を実施して、遺跡の所荘を確認する。

(2) 調査の期間はおおむね 1~ 5日間とし、地元の人々の遺跡についての情報を活用する。

(3) 確認された遺跡を地図へ記入するなどの記録は、必ず現場で行う。

(4) 遺跡の現況、 を必ず る。同時に 至るまでの経路、目標を詳しく記

録し、はじめての人でも迷わず現場に到着できるようにする。

(5) 使用する地図は2.5万分の 1地形図と開発部局で作成した図面とする 0

3 

L，-
Z三秋田

ヰ 調査担出

秋田県教青庁文化課 熊谷太郎

武藤祐浩秋田県埋.蔵文化財センタ

秋田市教育委員会

5 調査対象地域哀



第2章 平成元年!支ー遺跡:分布・範l1J1昨日制限t

湯田町ー
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秋田

(秋田市上新城道JII.金足岩i松田)

さhなかった。

東北横断自動車道東和・秋田
線建設事業(秋田市上北手・
上新城間)

7月12日、 13日 平成 2

第 2節 遺跡範囲確認調査

調査の自的

)....，. 1才7 ヴ
f~ Iボ匂

ム一吋」 して埋蔵文化財の保護と保存を図る。

2 調査の方法

(1) 遺跡の広がり、埋没の度合、時代とその性格を知るために、

及び小規模の発掘調査(遺構群確認面までの掘り下げ)を行う。

(2) 調査の期間をおおむね 2~12 日間とし、その期間内にできるかぎり発掘調査を面的に広

げて遺構の確認に努める。

(3) 3. 
弘、牟 -遺物、 さ、遺物包含層などの う。その|禁i立

跡の全景と発掘調査状況、確認された -遺物などは をする。

iHlj量などは行わ(4) 使用する地形図は開 で作成した一番大きな縮尺図(1'討とし、

なしミ。

(5) 遺跡の立地条内てなどに即した適切
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をする

秋田 ぷ半、
三五
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熊谷太郎

船木義勝、 同大野憲可、 関手IJ部 [1妻、

同 谷地葉、同武藤祐j告、文化財主任柴田陽一郎、

栗沢光男、非常勤i属託藤原、司、同三浦光男

田忠市

4 調査祖当者

秋田県教育委員会

秋田県;哩政文化財センター

i"j(回 ど〉、
~ー

一

第 2節遺跡範!羽[i'{ri認調査

委員会 主任 沢谷敬

5 事業名@調査対象遺跡 e調査期間ほか

ハU
M山
け

県営大野関地区|入江遺跡 (西木村)

悶場整備事ー業 |六本杉遺跡(西木村)

秋田外環状道路!箱館 (秋田市)

2 
大沢遺跡(秋田市)

松館 (秋田市)

3 

狐袋遺跡(森吉町)

山1"奇遺跡(

萱刈沢 I遺跡(八竜町)

萱刈沢II遺跡(八竜町)

4 
吉野 I遺跡(森吉町)

吉野II遺跡(森吉町)

調査期間 t向 要

平成元年 4 月 17 日 ~25 日
調査区内は遺跡

と認定できず

内は遺跡
できず平成元年 4 月 24 日 ~28 日|と

平成元年 5 月 8 日 ~12 日

平成元年 6月13日
~6 月 30 日

小松原遺跡(横手Ilj) 平成j乙年 8月8日
内はi宣同:

できず

t!"! ヤ i) ，:A~C割引横手 rl-i) IムIL成元年 9J=j 4日

山片山

( 1- 文字 fHJ;と1':成元年llH6H~qtl

3 



第 1図遺跡分布・範囲確認調査位置図

-4-



第 3 章 調 σ〕 を柔

第 1節遺跡分布調査

葦北横断患 由史
笠
宮
4

・
思
諒
一
割

IJB和63年度に実施した分布調査により、山内村~横手市聞の路線上に11儲所の遺跡、が係るこ

とを確認したが、その他、遺跡が否か明fittて、ない地点もあり、本年度はこの区域を中心に試掘

を実施して最終的な遺跡の任認を行ったものである。

第 2図東北横断畠 秋田線建設事業内遺跡位置関

r; 一一



遺跡、分布調ft

2 秋田外環状道路建設事業(秋田市上新城道J11 ・金足岩瀬間)

秋田市上新城道川から金足岩瀬に至る全長 9.7kmの自動車専用道路て¥南側は東北横断自動

車道束手n・秋田総に接続する計闘の路線である。昭和63年に既に路線の一部について分布調査

が行なわれており、その際、遺跡の占地の可能性が強い 6筒rifi-が時認、されているため、本年度

はこれらの箇所を中心に試掘を実施し、最終的な遺跡の確認を行ったものである。

その結果、新たに新発見の遺跡 1箇所と、周知の遺跡2街所が路線に係る事を確認した。

No. 遺跡名 所 在 Iむ 時代等 現 J兄

1 大平遺跡 秋田市金足岩瀬字松館大平28-5外 縄文時代前・中期 山林

つ 松長官跡 秋田市金足岩瀬字松館29-10外 中世城館 畑地

3 大沢遺跡 秋出市金足岩瀬宇大沢92-58外 縄文時代前・中野j 山中本・畑地

第 3図 秋田外環状道路内遺跡位置図

6 



遺跡分イ11調査

3 大野台地区都市公園整備事業(合川町)

リ、/ート基本構想の下に大規校な公園艶備を計る事業で対象I_[Ifftは約 212haである。このう

ち造成が予定される区域について分布調査をおこなった。

その結果、新発見の遺跡 2筒所が造成[R域に係ることを雌認した。

No. 跡名 所 在 t也 時代等 現 j兄

l 赤坂 I遺跡 北秋田都合川町上杉字ぷ坂206外 縄文時代前・後期 牧草地

2 グドi反II遺跡 北秋田郡合JlI町上杉字亦坂217外 縄文時代前期 畑 J也

第 4図 大野台地区都市公箇整備事業内遺跡位置国
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第 2節遺跡範囲峰認調査

秋田外環状道路建設事業

松露跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査姐当者

5 遺跡の立地と現況

秋 i土l-rîJ金!こ岩松館大半29~1O外

5.200m 

平成元年 4)g 24 口 ~4 丹 28 口

武 IMittî~告、安出忠市

遺跡は秋田市の北端、昭和町草生二L より北西にのびる IIJ日300~800mのiJJ疫の南縁に市状

に張り出した台地である。この台地の平阿部分はIIJ副Om(東西)長さ80m(南北)の広きで、

南端の標高は21111をilllJ1)局凹の水田との比高差16mである。現況は畑地であるが、部分的

に荒地もある。また、台地上には送電線用の鉄塔が設置されている。

6 範囲・時代・性格

本遺跡は f京大廿!県の中l仕にも された聞知の遺跡である。

調査の結果、白地上の南側において焼二!二遺構 1基・溝状遺構 1条を検出したほか、白地

上の南~中央部にかけて柱穴状ピ、ソト 5基を検出した。 J宣物はフレークカ;"1 点出土したの

みである。城館の性格と地形から斜面まで含めて範囲とした。台地上の東側は

(6()~8()clll) なるが、他は削平されて表土 (20C Jl1)の下が直ぐ地山である η

第 6図松館跡位置図



訟館跨

松館縁遠tt(爾酋惨北東)
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松鍵Z車工事区S車内遺跡旋回図
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大沢遺跡

1 所主地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

ヰ 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

秋田市金足岩瀬字大d¥92-58外

900m' 

平成元年 4 月 24 日 ~28 日

武藤祐治、安田忠市

jij)〈j立時;

遺跡は秋田m金足の岩~f1jf[集落の束側に位置する。秋田市黒川より西にのびる丘陵は、 i宣

跡付近で北側から入り込む大沢によって開析されており、遺跡は東西を沢筋によって挟さ

まれ北側に伝り出す台地の北端に立地している。現況は山林(杉)と畑地であるが、この地

域は油田地帯であり、遺跡内にも採掘用の櫓を設置するために平土日ーに削平された箇所が認

められた。

6 範囲@事代@性格

今回の路糠は遺跡のある台地の北東縁を通り台地南東の湿地をj度るように計画されてい

る。秋田市教育委員会の分布調査によって台地北端の畑部分が遺物散布地であることは確

認されていたため、台地北端の遺構の有無及び南東側の混地に[tIJけての遺跡の広がりを確

認するために地形に合わせて計 9本のトレンチを設定して調査した。調査の結果、台地中

央から南半では遺構・遺物ともに検出されず 台地北半からは縄文土器のノト破片・ピエス

エスキーユ(1点)・フレークを少量出土した。 1縄文土器の中には中期初頭に位置付けられ

るものが含まれている。 遺物出土地点の層位は l 層表土lO~20cm 、 2 層褐色土20~40c日1(遺

物包含層)、 3層地山である。

7 参考事項、

11 



大沢.，事

書官9図 犬沢
温Z車工司E区4華

内遺跡事5周図

• 

大沢温縁遠景 (~t..鴻)
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萱刈沢 I遺跡

2 琴丘能代道路建設事業

萱刈沢 I遺跡

1 所者地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

本遺跡は八竜町萱刈沢部落の東側の標高約30mの丘陵上にある。能代市周辺の日本海沿

岸には海岸線に平行して砂丘と海成段丘の丘陵が並んでいるが、遺跡のある丘陵は成合台

地と呼ばれる海成段丘である。基盤層は潟西層と呼ばれる砂層である。遺跡からは直総距

山本郡八竜町鵜川字萱刈沢 7-2外

1，600111' 

平成元年 5 月 8 日 ~5 月 12 臼

谷地葉、三浦光男

離で西方約3.7kmで日本海、南西約2.5kmで旧八郎潟に至る。

調査区の北側には 段丘を開析して幅約 100mの沢が入リ、その上流は寒堤と呼ばれる

沼になっている。沢を挟んだ対岸の丘陵上には萱刈沢II遺跡がある。本遺跡の間約200m 

には昭和33年から昭和48年まで6次にわたって発掘調査され、竪穴住居跡、 7ラスコ状土

坑、貝層、人骨等を検出した県指定史跡萱刈沢貝塚がある。

6 範囲@時代@性格

調子tの結果、縄文時代中期の竪穴住居跡 1軒、土坑 5-院を積出した n 遺物は縄文時代中

1tR (円筒上層 a式)・後期の土器片、フレークが出土した。

工事計l虫iの本線部分は耕作によって遺構の上部まで慨に削平され、本来の遺物包含層は

桟って\;)ない}土坑は表土 II~(下(地表下15~20cm )で検出した。 ~JI 地造成によって切り崩さ

f.Lた露Dl'Iにも L坑が 1ie露出している。

1倍i正雨:詰fr!J酔閥料j士司却;[手[Ji庁剖郎'j:1弘iじ;分で{は土tが制i自1文文幻~I時i昨与f代にI…j十i十二lJ川|リ問J月jのiヰ:F;

のi出E百即iド:物物防仰J~己:込L 含?什)居吾に主主し、 その!日iJ手は15~2Ucm である。

Lr(rjである。 トレンチ した fif約 5，乙m で¥ は約三()(ゐ111である。この

JlIJ，I.'.rか
~，…ー、

どり()mグ〕 j Lており、

!レ1iI:1 ↑ .i"J I ! -r ~ ーこ、 1-;1， 1.1 ふ r'， 
イし iniJ(/ノ {i、 iliiし/、_ 1I Jlli 仁 l'_11 品、 j
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第11図萱刈沢 I遺跡@ Il遺跡工事区域内遺跡範囲図

一ijL!三域内i立跡事包!説

。検出地点

e j立:i如H土地/

fall:えIL!:.1 • Il，i立h!必

III 

1;] 0 10 



萱刈沢II遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

山本郡八竜町鵜川字萱メIj沢 5-1外

15.500m2 

平成元年 5月11日-5月19日

谷地薫、三浦光男

萱刈沢II遺跡

本遺跡は八竜町萱刈沢部落の北東約 250mの丘陵上にある。能代市周辺の日本海沿岸に

海岸線に平行に並ぶ砂丘と海成段丘の丘陵のうち、成合台地と呼ばれる標高約30mの海成

段丘上に立地する。基盤層は潟西層と呼ばれる砂層である。遺跡からは直線距離で西約

3.7kmで日本海、南西約2.7kmで旧八郎潟に至る。

調査区の南側は段丘を関析して幅約 100mの沢が入り その上流は寒堤と呼ばれる沼に

なっている。沢を挟んだ対岸の丘陵上には萱刈沢 I遺跡、南西約 230mには、竪穴住居跡、

フラスコ状土坑、貝層、人骨等を検出した県指定史跡萱刈沢貝塚がある。

6 範囲・時代・性格

調査の結果、縄文時代中期(大木8b式)の竪穴住居跡l軒、縄文時代の土坑8基、平安時

代の竪穴住居跡 2軒、平安時代の溝跡 2条等を検出した。遺物は縄文土器片(前期・中期)、

石槍、フレーク、土師器(杯形土器・裂形土器)が出土した。

工事計画の本線部分では、地表下25-30亡:111で遺物包含層に達し、その層厚は約15-20cm

である。 地表下40-45c:mの暗褐色土上面て、遺構が確認される。橋脚部分(斜面)では、地表

下20-25cmで造物包含麿に達し、地表下35-40cmの暗褐色土上回で、遺構が確認される。

台地上の平坦面ではトレンチ調査で平安時代の竪穴住居跡を 2軒検出した。成合台地上

に営まれた平安時代の集 lt.~ hl'~;て、ある+二村、遺跡、福田遺跡と立地条件が頬似することから、

広範囲にわたづて平安時代の竪穴住居跡が存在する集落跡であると考えられる。また、縄

文;土器の含まれる土坑も検出したっ

斜面では縄文時代の土坑を検出した。 fZ1:メIj~)~貝塚の例からみてフラスコ状土坑のI1J能性

い。 iH而ド部の挟しιF士Il市では縄文iJ寺代中期(大本8b式)の竪穴住居跡の一部を検出し

た。 斜面から斜而下部のがれ 1干上Et而にかけては縄文時代の集落跡と土坑群が存在すると考会

えらhる宣刷、は

区l或に含まれる。

7 参考事項

と縄文時代の集落~1Fが惚合しており、その中心部が工三事~-H [iT可

なお、この泣助、は平成元年10月2日-11月30日まで発掘調在を実施した Q

-17-
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差別IJ;尺I通E事現況、蒼:r:IJ沢E遺跡 近景 (高砂北)
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萱刈沢I遺跡現況 (ji毎惨北)

. . 
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置'4iRI . 0 "ftrt 

萱刈沢 11 ;量跡現況 ( l~H.. 北)

萱;lJ沢H遺跡土坑 (111...北)
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3 森吉山ダム関係

狐岱遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

北秋田郡森吉町米内沢字狐岱88外

126，200m2 

平成元年 6 月 13 日 ~6 月 30 日

大野憲司、柴田陽一郎、武藤祐j告

狐合遺跡

遺跡が東西に長大であること、調査の結果、第30ラインあたりで東側と西側ではその性

格にかなりの差があると考えられることから、便宜的に30ライン以聞をA区、以東をB区

とした。

A亙

北東裾を阿仁川が南東~北西方向に流れている。 A区には、この阿仁川によって形成さ

れた上位・下位 2 面の河岸段丘があり、両者の比高差は 4~6mで、明瞭な段丘崖面が略

南東一北西方向に存在する。また、 A区南辺には段丘崖に並行するような、縄文人が形成

した土堤状の高まりが存在する。現況は杉林である。

BIK 

北東隅部に、 A区で下位段丘面とした面がわずかに残る以外は、 A区の上位面の連続し

た平坦な面である。現況は畑地と原野である。

6 範囲・時代・性格

A区

検出された遺構は、すべて縄文時代前期末葉~中期末葉のものと考えられる。竪穴住居

44軒、土坑31基、焼土2箇所以上、配石遺構6基、配石慕(組石棺慕)12基、埋設土器3基

のf也、大きな柱穴を多数検出した。この他、遺構とは別に扱うべきであろうが、土堤状の

高まり部と、広範囲で厚いJ77場を検出した。

縄文時代の土器や石器などの遺物は、 A区全般から出土しているが 特に広大な拾場で

は移しい量である。遺物の総量はコンテナ77箱ほどであるが 採集できなかった遺物も多

い。各地点における遺物は、縄文時代前期末葉~中期前葉のものがA区西端部、以下東側

に向かつて順次時期が新しくなり、第38~30ラインあたりで中期末葉となる。また、ごく

一部にすぎないが、第44トレンチの下位段丘面で後期後葉の土器が出土している。

23 



!n岱遺跡

B区

遺構は、自己石i宜械を除いては、段li:而の縁辺に近い官官分に検出される。

縄文時代・竪穴住居 1軒、自己石遺構 1袋、二t坑 l袋、焼土 1箇所

平安時代 ・ ~穴住居 1軒

時期不明:ニt坑6吉正 鴻状遺構 1 i長、焼土 3節目時

このうち、紀右遺構li縄文時代晩期4企業のもので、径5()cm首相f量的大きな河原石を立て誕

べたりしたものである . その規模1:1:東西約6m 、 南北 l .~mの北に関 (fコ J の字形を呈して

いる。

遺物は裁量並区全般に歎複している。縄文時代中期 ・峻期の土器J守、縄文時代の石穏など、

コンテナで1箱出土した@

以上のように本遺跡、のA区は縄文時代前期から中期にかけて営まれた大規燥な集落跡で、

B区l主縄文時代と平安時代の築港跡と考えら九る。

狐岱遺跡 西半部遠景 (東'西)

-24ー
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"-11;遺跡

1fi50トレンチ50-J区 遭物出土状況 (東炉茜)

、

第46トレンチ46 L区 土器出土状況

-27-



狐的遺跡

‘ 

第42トレンチ 竪穴住居 (SI 42-1 )の検出状況 (茜砂東}

ラ:に鳴を・.

第41トレンチ 霊穴住居 (SI41-2)の断面の状況 (北伊南)

-28ー



事1.1噛軍事

第38トレンチ 箆穴住居 (5138-7)の断酒の状況 (北東惨荷西)

、

段丘溢函に形成された捨場の位置 (南東砂北西〉 右側が下位丘面、左側が上位段丘函

-29-
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狐tt?泊~ff.

第38トレンチ38-M区鉱張部配布墓野 {東惨商〉

、

第38トレンチ 配石墓群の調査 (北策砂南西)

-31-



払f持遺跡

' 

第38トレンチ 置E石基群北西熊西日 (5Q38-2・3・4) (南砂北}

> 

第38トレンチ 配石基5Q38ー 1 (南東'北西)

-32ー



紙約遺跡

‘ 

配石~SQ38- 3 (南西静北東)

第36トレンチ36-0区 画E右萎群 (南砂北)

-33-



鉱陥没開:

26-X区配石遺構 {南砂北}

' 

26-X区配右遺構 (南砂北)

ー34ー



所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

遺跡は阿仁川左岸から沢を約 200mほど沢を遡った河岸段丘上に位置する。舌状台地の

山崎遺跡

山崎遺跡

北秋田郡森吉町米内沢町宇山崎57-5外

3，300m2 

平成元年 6 月 12 日 ~30 日

船木義勝

北東側は阿仁川に通ずる深い沢であり、北西側は浅い沢で一部水田となっている。現況は

雑木林である。

6 範囲・時代・性格

工事区域内範囲に幅 1mの南北トレンチを20m間隅に 4本設定した。その結果、縄文時

代の土坑 1 配石遺構 1基を検出し 縄文土器1点を発見した。出土した土器は縄文土

器の細かな破片であり、時期の特定はできなかった。

凡例

遺構検出地点
輯土坑

禽im己石遺構
A不明

j宣物出j二地点

争土器・石器

側ト

() 

+ 16 

/

/
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/

7
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判
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/
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/
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/
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/
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グ
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" " 
第15図 山崎遺跡遺構配置図
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吉野I・II遺跡

u v w " ..<1.. 

+ + 十十

T 20 

第16図吉野 1• II遺跡遺構配置図
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古~i'1遺跡

吉野I遺跡

1 所在地

2 工事区犠内遺跡面積

3 調査期間

4 調査纏当者

5 遺跡の立地と現況

北秋山都森吉町I米内i代字菅野26外

8.50001' 

平成元年6月12日ー30自

船木義勝

i監跡(;J;阿仁川1.e停に後する古事f'II遺跡よリ 、浅いj尺を(:話てたー孜前い標潟48-49mのj!!!

統する河I官f5t丘上に位置する。粛正証の結果、遺跡の中央部は楽園進成工事によづて表止:が

仰j平され、ローム層(池山)が総出していたe 遣問と遺物包含砲は向IFf1'を免れた台地周縁

昔11によ〈臣賞っていた。

6 範囲・時代・性格

工事区担車内に憾1mのトレンチを64ド設定した。銅貨の4靖男4.縄文時代的土i克 {後期 ・

晩期1)2lJi、その他性格不明の進機n主を検出した。このほか莱閣造成工事によって出土

したと息われる弥生土鍛を発見した。殺は鋭部に刷毛自の見ら11.るものと、領官Eに 2段的

事。突文と斜{立RL縄文;1)'E白文されたものとがある。前者{孟志藤沢 ー敏長根遺跡、などに出土

伊jがあ 1)、後者{ま本県では類例資料がなく、青森県に出土WiJが多い。

以上向調命総司2カら.手;J也周綾部には逃物と造物包含婦が賎っていることを確認した。

法制、は縄文時代後期から晩期、弥生時代にかかる後合週!i:iiO'であったと後阪できる。

吉野 l遭跡還景 {湾笛'北東)

-:J8-

'‘ 



吉野 1遺跡

. 

吉野 I遺跡 16トレyチ (ACI6) 土坑 (北西惨爾東)

• 

• 

吉野I遺跡出土漬物(弥生土器}など表面採集

-39-



吉野II遺跡

吉野II遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

北秋田郡森吉町米内沢字吉野9外

21，900m2 

平成元年 6 月 12 日 ~30 日

船木義勝

遺跡は阿仁川に面する左岸の段丘上に位置し、東西に長い立地禁観をもっ。遺跡中央は

標高47mの等高線がとおる小高い部分(最高部の標高は47.58m)があり、その周辺は東端

が46.5m、西端が45.3mの緩い傾斜をもっ平担面である。南'js，1jは西から浅い沢が入り、東

側ほど深くなっている。

調査時の現況は、西半が吉野家の宅地・畑地・墓地、東半が杉の造林地と雑木林であっ

fこ。

6 範囲ー時代・性格

調査は工事用基準杭を基点として20~40m 間隔に南北方向 9 本と、段丘に直交する 1 ト

レンチと合わせて計10本のトレンチを設定した。基本土層は、 1層(表土)が黒色土 (10

Y R2/2) 15cm、2層は黒褐色土 (10YR2/2) 10~25cm 、 3 膚は日音褐色土(10Y R3/4)15 

~20cm 、 4 膚は黄褐色粘質土(10Y R5/6)であり、遺物包含層は 2・3層にあたる。遺跡

の北西部は表土が比較的薄〈、一部はすでに遺物包含層が失われている。検出した遺構は

平安時代の遺構(掘立柱建物の柱穴・溝・土坑など)12基、その他時期不明の遺構(竪穴

住居・溝・土坑など)は17基である。平安時代の多くの遺構は、上面に大湯浮石層(十和

田a火山灰)を含んでいる。出土遺物は縄文時代前期の土器(円筒下層B式・深郷田式)

が圧倒的に多く、縄文時代中期の土器および縄文時代の石器(石錘・石匙など)、平安時

代の須恵:器護などは僅少で・ある。石器では阿仁川の河原石を加工した石錘が多く、漁J労を

生業とした遺跡、の性格が伺える。時期不明とせざるを得なかった遺構は縄文時代前期の可

能性が高い。

以上の調査結果から、遺跡は縄文時代(前期・中期)と古代(平安時代)と断続的に点

拠されたことが認められる。縄文時代と吉代における遺跡の在り方は本調査では不明であ

るが、遺構の検出と遺物のl:B土状況から見ると、遺跡西半と阿仁川に近い範囲に密度濃く

分布することが認められる。また縄文時代の竪穴住居と焼土遺構が点在することから、一

定規模の縄文時代の集落が形成されていたと考えられる。古代の掘立柱建物柱穴(掘形・

柱痕)が検出されているが、遺物も少なく集落を構成していたかどうか明確でなかづた。
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官野日遺跡

吉野II遺跡 10トレンチ (北'商)

吉野11遺跡 16トレンチ(WIO) 溌 {南'北)
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古野H遺跡

吉野口遭繊 出土造物(縄文土録)

三葉務務仇
‘バ.'. ，.ふふ，手-

弘み y対‘γ:iir.よ- 、'.'、V、v司 ι、.・9

吉野II遺跡出土遺物(石器)

一 制

魯邑

i? .. 
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4 秋田ふるさと村建設事業

1 遺跡名 所在地 内遺跡IIIi積

遺跡、名 PJr 士血

;奇ヶ沢A窯跡|横手市赤坂宇高ヶ沢62-33外

出ヶ ;J~ B窯助、|横手市反字詰ヶ沢62-40外

2 調査期間

ヶ沢62-18外

ヶジ¥62-21外

ヶ沢62外

平成JC年 9 月 4 日 ~10 月 4 日

秋田ふるさと村桂品事業

12‘900m' 

工事区域内遺跡間桔

4，200m' 

4、200m'

2，900m' 

400m' 

400m' 

40011ず

400m' 

3 調査担当者 船木義勝、手Ij部修、沢谷敬、藤原可

4 遺跡の立地と現況

横手市街地の南西に南北に広がる中山丘陵の中央部東端にあり、北側は郷土館

る小丘陵、東側には沖積地、南側では田久保沼の三77に閏まれた範問である。

遺跡は、この起状に富み複雑に入 1) 組んだ標高70~100m の地形に点在している。調査区内

には北京区域に南北に延びる小丘陵(丘陵 a)、東から出・西へと弧状に延びる li-_I凌(I壬

陵 b)、それらの問に挟まれた 1氏{立な地形とからなる σ{止位な地形は調査区中央から内 j~lj

にかけて広がり、調査区の北西にある ~qI積地へと続Lミている。 {t'!ノァ ?J(A;:;;三回;は丘陵 aの北

mu束斜f(IIに、;七ァ iJ( 日窯 ßi~; は!司 lí-_陵南Wlj の南西安|而に、 ;B;: ヶ i)(4 号塚は!日j尾悦北端部にそ

れぞれ位置している υ また、 iz;3行 iJ~C 窯跡は丘陵 b の西{関東幸子 J行iに位置してお 1) 、};-，; /.r ~J-( 

1号塚は同 l王!境問18，IJ山田部、 ;1;fJァ(:;•• ~ 2・3号塚は同刊の!尾根 iてに約制mの!日j隔を保って

している。 J立湖、の所イ1:1むはほとんどがナラなどの ~~H~ ~<て、被わ j した{頃主l.t也ベ己以地であ

るが、 it;fヶ;JU¥窯跡京mlJ(1)一部;は'J:l1I地となっている

5 範箇.a寺代@性格

山ぅ i}1 窯討;で;土、 グ)訂正(器を焼成した半j也下式の 1立とそ

る灰!厄原=京〔、 j土j上J上:二;力iむJc4 J正iJとI~ 、 4身塚云示;と巧号-えらjれしる径約 2mの円J[形i杉三状の出盛-りあカが;-1り)1占基Lをを，1十村:手如4

i泣立物は7丸空筑:I'(}忠t占主1:甘器器「号;カt大半てでいあるカが干、 土!自師j詰調知i司市ji器.縄丈土号器器:注;もわずカかゐに認めらjれ〆Lしる iυJ 二jれLらj遺宣H占・

物の!よがりは約50m 80m と!よく、う三六吉助、の砧;認さ h る IfJ能性がある。年土、j:1~ ・
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秋田ふるさとトj建設事業
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秋田ふるさと村建設事ー業

会不葦・有台土卜・裂が出土した(1 ~ 5 )。

高ヶ沢B窯跡では、平安時代と考えられる半地下式害窯の構造をもっ須恵器窯1基ずつ

を検出した c 窯は並んで位置し、それらの灰原遺物は多量かつ広範囲で約50mX80mであ

る。 遺物は主f~ ・有台士不・護が出土した( 6・7・9~ 13)0 

高ヶiJ(_C索、跡、でも B窯跡と同様並んだ2基の半地下式の'汗窯を倹出した。しかし、 B

跡、に較べて遺物はやや少ないと思われ、その分布範囲は約50m><60mである。遺物は上不・

斐が出土した(8 )。これら 5基の窯は、中高が 1m前後、長さが m前後と推定される。

6 土層

I層褐色ゴ:

II層

腐植土層で軟らかい。!麗)阜 5~ 10cmo 

叩あ t)、遺物包含層である。 遺構はこの習で確認できる。

~30Cll1 o 

III層黒色土 斜面裾部を中心に堆積している。層厚30~刊('111 0

W層褐魚土 ifWr移土て‘ある。層厚 5~ 15crnである。

地山土で礁を 含んだり、部分的には赤色を る所もある。

+lo 
h
川
刈

凡
斗
ー

ト
L
U
U
 

ヴ
ム

ω
斗

/お

物

査

層

遺

調

V

土

本
出

『

i

土師器、須恵器にl浪られる。そのうち、縄文土器

は摩;成がはげしく数点の出土で、土師器もj手、裂のノト破片が数点である。須恵器は

し、生産遺跡の特色を良く示している。;頁恵器の器種は、・壷.:l不・有台I不・蓋で

あるハここでは、その中のいくつかを説明する。

1s2は蓋である。)五百平な器JIヲの中央につまみをもっ。端部は屈接して外反する。つま

みは 1ではリング状、 2では|割rr雨庁形を呈している。 1・2とも

られる η 仁1f壬は 1で15cm、2では17cmである。

:) • 4・8・9 • 11 • 12は f本音1)がIAJ巧ぎみあるいは直説的に立ちあがる坪である υ 七]J

ロク口成JI予と考え

1)出itし ラ♂切りで、大ぷりのタイプ(8 )とそH以外どに分けられる。

t]-回[!記ロク口 )J)(;J日と考えられる。 8の仁1f主は15_4crn、他は13Ctll前後である。

5・13は有えである。 5は台古liとi本音15がj主i涜するタイプ、 13は明i揺りこうよか1.1るタイフ

である。どちらも右回ロクロの回転ヘラ切り技法である。 11はLl任14cI11である。

6・7・10は体部が内巧して立ちあカi"f)、仁1 じで強く外反するJ1:である。底部が突出

し、切り離しは口ク口右回1¥伝広i 糸切り る fiはuf王12.1cl11ですべて渇色のf1: 

iてがりであるハこれらの遺物は と考えられる r，

51 



秋開ふるきと村建設事業

ζ 二二王」でさミ

1 ~ 5 富ヶ沢A窯跡

f3 7 日ヶ沢 B~hl1J、

第20図 出土遺物(1)
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秋田ふるき正村建設事業

第21図
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融調~.るさと材担ì.t1>嚢

遺跡i虫魚 {北東..r.骨函)

、

• 

.ヶ沢A穣Z車 軍事近景 {繭 惨北}
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、

、
秋田ふるさと村建設事業

、

、
富ヶ沢8窯黛近景 (北西砂南東)

町

• 

• 

宮ケ沢B策跡様体断面 {筒否砂北東)
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秋閉ふるさと材担おJJC-業

定ケ沢C窯跡近景 (南伊北)

富ヶ沢1号塚近景 (南'北)
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主竜堂遺跡;

5 三重地区公害特別対策事業

宝竜堂遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡闇積

3 調査期間

4 調査扱当者

5 遺跡の立地と状況

遺跡は JR 1-丈寸:!択から西hlrlJに約 1_ 2 krn、liJ-木に覆われた今木神社とその周辺に位置

する。 遺跡の南方約 100mには、北西方向に流れる大宮)11 (国営M'3幹線用水路)があり、

平鹿郡十文字町上鍋倉字宝竜堂50外

300m' 

平成元年11 月 6 日 ~9 E1

船木義勝

大宮川の右岸には東mlJから討iぐ一本の沢筋(現在は一部埋め立てられて水田となっている)

がある。この合流点から沢筋を約 100m測った北側の微高地とに立地した遺跡で、標高は

約80mである。

現況は鎮守の森となづている今木神社社地と神社東側の畑地(休耕白)である。

6 範閤・時代・性格

調査は工:事¥計画の掘削部分に相当する排水路内にグ 1)、ソドを し、 j立楠造物の検出と

の確認を行うとともに現況排水路内壁1fIiの土層観察を行った。

村!H..!，した遺構は柱穴 1箇所、発見した遺物は縄文土器(中W]) であるつ

本遺跡の発掘調布は昭和147年 7月、十文字町教育委員会が主催して(発掘調査担当fi)

IJI下係継氏によリ秋田県南部高等学校号古学研究協議会の協力のもとに行われ、調売の成

来は r~L~竜堂遺跡発.J"Jn\調査幸 J (11北 h・宅千-l，jj江~ 7号・昭和47年 1月)として公liJしてい

るつ報告書によれば J首長は沖般の前庭左右に 2 本のトレンチを設定し、造物;具合層は3()~

，60CI11であるハ造物は多足の LFri:と石器の出 Lをはたが、 i迫立1陥‘溝持の{険4寅tじ口lJ山l

いる一出;上した縄文 L岩井は縄文II~げに中期(大木7b:r~ 、 8a式、 8b式}であるつ

本遺跡の範囲は今I.r:1]の調査、造物の分布、微地形から判断すれば、今木神社社地から京

iWJ一帯に拡がっている liJ能性がある。現時点でl竪穴住居跡などの造:，I'rWの柏出はないが、縄

文11寺ノ代の集宣跡、と考えらlLる乙

7 土層 }I¥;本土!百 1 )語ー去十-(M>f乍1-_)、 2田 三1:¥、 15cI11、 3 J両 }，1片品 19C'111 

i立物8，

4層 11川、 5層 褐色*I~iII!{土(地LL!) 

( 2 ~ 4 J~ì) の百fjJ: は約45引11 で、泣閥、の北点古15は く、昨iIJEj部がWt-v、

jt出IIJをーイ;している
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宝竜堂遺跡

第22図 宝電堂遺跡位置図
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11 

79.21 

第23図 窒竜堂遺跡工事区域内遺跡範閤図
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宏事E常if.l跡

~- ，，"' . -1'1・".-:--...::;

宝篭堂遺跡遠景 (~t..商)

も

宝竜金遺跡 遠景 (南砂北}
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